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タイにおける通気性フィルムの事業化について 
 

 
当社（社長：中西宏幸）は、衛生材料事業の東・東南アジアでのリーダーの地位の強化を図る

ため、タイで紙おむつ向け不織布を製造・販売している Mitsui Hygiene Materials (Thailand) Co., 

Ltd. （ＭＨＭ、社長：吉冨文雄、三井化学１００％出資）に、紙おむつ向け通気性フィルムの製造

設備を新設し、日本の生産拠点に加え、タイで通気性フィルムを事業化することを決定しました。 

 

＜事業化計画の概要＞ 

1. 対 象 製 品：紙おむつ向け通気性フィルム 

（紙おむつのバックシート部（別紙ご参照）に使用） 

2. 会   社   名：Mitsui Hygiene Materials (Thailand) Co., Ltd. 

3. 所   在   地：タイ国ラヨン県 

4. 生 産 能 力：６，０００トン／年（新設） 

5. スケジュール ：着      工  ２００４年１２月 

            完      工  ２００６年 １月 

            商業生産開始  ２００６年 ５月 

 

当社は中期経営計画において、機能性ポリマーズ、情報・電子材料、ヘルスケア材料からな

る機能性材料分野の拡大・成長を目指しております。そのなかで、ヘルスケア材料のひとつであ

る衛生材料の戦略は、紙おむつメーカーのアジア展開に対応して、日本および東・東南アジアに

高品質の衛生材料を供給できる体制を整備し、事業の拡大を図ることであります。 

 

子供用紙おむつ市場は、日本国内は少子化の影響で漸減傾向にありますが、東・東南アジア

では０７年までに２０％を超える成長が見込まれています。また、快適性に対するニーズの高まり

から、通気フィルムを用いた紙おむつの割合が未だ２０％前後である東・東南アジアにおいても、

０７年度までに５０％程度にまで拡大していくものと予想されています。当社は、このような状況に

おいて、東・東南アジア市場の紙おむつメーカーの増産に対応し、同地区においてコスト競争力

ある拠点を確立してシェアを拡大し、事業収益を拡大するため、タイにおける事業化を決定した

ものです。 

 

当社は現在、名古屋工場において年産７，５００ｔの通気性フィルムの生産能力を有しておりま

すが、今回のタイでの事業化により、日本およびタイの２拠点より、東・東南アジア市場に高品質

の製品を供給する体制が確立することになります。 

 

以上 

本件に関するお問い合わせ先 
 三井化学株式会社 ＩＲ・広報室長 古賀義徳 ０３－６２５３－２１００ 
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 紙おむつの主要構造

トップシート部

ファスニング部

は、主に不織布が使用
されている部位

立体ギャザー部

最外層は不織布

次の第２層が通気性フィルム

バックシート部

吸収体部


